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課題番
の成果報告である｡ 本研究で は 2年間にわたり ､ 複素領域 の非局所お よび局所擬微分方程式
に つ いて ､ 研究組織の 研究者を中心と して ､ 研究討論の ため の相互静間､ 海外出張､ 研究集会
で の研究発表 と討論を通 じて研究を行 い ､ 非局所無限階擬微分方程式の解の解析接続､ 定数
係数方程式に対する解の構成 ､ ヴォ ル テ ラ型積分微分方程式に対す る - 様漸近安定性 ､ 無数
の相関数を持 っ 作用索に対する W K B解析 ､ ユ ニ モ ダル 特異性と微分方程式 ､ Gr｡七be ndie ck
局所留数等に多くの成果を得 るこ とが できた ｡ また､ 期間内の発表に は間に合わなか っ たが､
研究代表者により前述 の 非局所無限階擬微分方程式の解の解析接続 ､ 定数係数方程式に対す
る解の構成の ほか 1 点にお ける非局所擬微分方程 矧と関する研究成果を発表予定であり ､ さ
らに ､ 現段階で は未 だ未解決 で ある が諸問題に対す る研究の部分的解扱が得られて い る｡ 特
に 一 般の 非局所擬微分方程式の 正則解の構成に 関す る演算子法を現在さらに研究中で あるo
研究組織
研究代表者 :
研究分担者 :
研究分担者 :
研究分担者 :
研究分担者 :
研究分担者 :
研究分担者 :
石村隆 一
日野義之
岡 田靖則
青木貴史
田島慎 一
戸瀬信之
筒井亨
研究経費
平成1 5年度
平成 1 6年度
計
(千葉大学理 学部 ･ 教授)
(千葉大学理学部 ･ 教授)
(千葉大学理学部 ･ 助教授)
(近畿大学理 工学部 ･ 教授)
(新潟大学工 学部 ･ 教授)
.(慶応大学経済学部 ･ 教授)
(千葉大学理学部 ･ 講師)
1 , 8 0 0千円
1
,
5 0 0千円
3
,
3 00 千円
研究発表
学会誌等
概要
まず[1】で は バナ ハ 空間におけるヴォ ル テ ラ型線型積分微分方程式に た い し レ ゾル ベ ン ト
作用索の特質を用い て 零解の 一 様漸近安定性を特徴付けた o そ して[2]で 臥 W K B解が無
数の pbas eを許容するような広い クラ ス を作 り ､ ボ レ ル総和法 に基 づく W KB解析が行える
ことを示 した｡ 【3】で は ､ 孤立特異点を持 つ 超 局面に付随した代数的局所 コ ホ モ ロ ジ ー の ク
ラス を代数解析的に研究 し､ 対応する 1階偏微分方程式の ホ ロ ノ ミ ッ ク系とその解を研究 し
たo 特に ､ 特異点が ユ ニ モ グル の ときに詳 しく調 べ た o さらに[4】で は ､ Grothendie ck 局所
留数を Weyl代数 の観点か ら計算する方法を考 えた o
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